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宇宙における重元素、特に r-processによる元素の合成現場の特定は非常に重大な課題の１つである。r-process
を進行させる中性子過剰な環境として、最も有力な現場が中性子星連星合体 (NSM)である。NSMからの r-process
核の崩壊による核ガンマ線を観測することができれば、r-process合成の直接的な証拠となる。しかし、その放射
は極めて微弱で、メガパーセクの距離にある合体直後の天体のフォローアップ観測や、銀河系内のNSM残骸探査
は、2030年代のMeVガンマ線ミッションでも感度が不足するとされる (Terada et al., 2022, ApJ, 933(1), 111)。
本研究では、r-process核の娘核からの特性X線に着目し、新たにX線帯域での同定と輝線の検出可能性を検討

する。そこで、2-200 keVの軟・硬X線帯域で高い有効面積 (4400 cm2)を持つよう米国で提案されている、HEX-P
衛星計画での検出可能性を探った。NSMにおける r-process核からのX線ガンマ線の放射データは、Terada et al.,
2022の核ガンマ線の推定データに、崩壊後の娘核からの特性 X線の推定データを加えたものを使用した。NSM
は、特殊なスペクトル形状を持つと予想されており、2-200 keV帯域のエネルギースペクトルのスロープを調べ
ることで他の天体と区別できる。そこで、観測時間 1 Msの観測シミュレーションを実施し、(25-70 keV)/(2-25
keV)と (70-200 keV)/(25-70 keV)における輻射量の比を調べた。その結果、距離 100 pc以内において、残骸年
齢 104 yearまで、NSMとその他の天体を、少なくとも 3 σの有意度で区別できるという結果を得た。加えて本
発表では、各残骸年齢において、HEX-Pのエネルギー帯域で最も強い輝線の検出可能性についても議論する。


